成人看護論実習評価におけるルーブリック作成過程の実際 by 大井 千鶴 et al.
武蔵野大学学術機関リポジトリ　Musashino University Academic Institutional Repositry
成人看護論実習評価におけるルーブリック作成過程
の実際
著者 大井 千鶴, 諸田 直実, 今泉 郷子, 三次 真理, 山











The Process of Creation of a Rubric for the Evaluation of an Adult Nursing Clinical Practicum
	 大　井　千　鶴 1	 諸　田　直　実 1	 今　泉　郷　子 2
	 Chizuru	Ooi	 Naomi	Morota	 Satoko	Imaizumi
	 三　次　真　理 1		 山　本　摂　子 1	 三　觜　久美子 1
	 Mari	Mitsugi	 Setsuko	Yamamoto	 Kumiko	Mitsuhashi






























































































































ることを目的としている．以下，2015 年 10 月から 2016
















に，S（100 ～ 90 点），A（89 ～ 80 点），B（79 ～ 70 点），



































点から S と A を〔個別的な看護が実践できるレベル〕，B





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































そこで，次に，下位 15 項目の評価の視点と 5 段階の評


















動詞を用いる，b.《評価尺度》S と D に該当する《評価基準》
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